
9比企能員・比企尼が　   来年の大河ドラマに登場します！！
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Q　

大
河
ド
ラ
マ
に
比
企
地
域
に
ゆ
か
り

が
あ
る
人
物
が
登
場
し
ま
す
。

A　

大
河
ド
ラ
マ
で
ま
ち
お
こ
し
を
す
る

の
は
全
国
の
首
長
の
夢
で
す
。
そ
の
夢
が
叶

う
と
い
う
の
は
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

同
時
に
、
こ
の
機
を
逃
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
使
命
感
も
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

Q　

歴
史
を
知
る
こ
と
は
、
ま
ち
お
こ
し
に

ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。

A　

私
が
深
く
感
銘
を
受
け
た
言
葉
に
「
真

の
郷
土
の
振
興
は
先
人
の
遺
風
業
績
を
新

た
に
掘
り
起
こ
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
過

去
を
継
承
せ
ず
し
て
健
全
な
未
来
の
創
造

は
あ
り
得
な
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
元
嵐
山
町
長
関
根
茂
章
氏
の
言
葉
で

す
。
我
々
は
先
人
の
業
績
の
上
に
立
ち
、

現
在
放
送
中
の
「
青
天
を
衝
け
」
に
次
ぐ
、
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
大
河
ド
ラ
マ
を
き
っ
か
け
と
し
た
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
令
和
２
年
12
月
に

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
比
企
市
町
村
推
進
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

吉
田
会
長（
滑
川
町
長
）に
大
河
ド
ラ
マ

へ
の
思
い
を
聞
い
て
み
ま
し
た

比企地域には、三門館跡（滑川町）や宗悟
寺（東松山市）、菅谷館跡（嵐山町）など、
比企氏・源氏にゆかりがある史跡が多く残
されています。
協議会では、これらの史跡やゆかりの人物
等をまとめた、比企の歴史リーフレットを
作成し、県内外の方に広くPRします。
また、各構成市町村に歴史・観光コーナー
を設置し、作成したリーフレット等を配布
し、比企の魅力を発信していきます。
協議会の取り組みは、各構成市町村のホー
ムページや広報誌等で情報発信していきま
すので注目してください。

• 比企の歴史リーフレット　
• 展示ポスター
• のぼり旗　
• キャラクターシール
• 自治体PRチラシ

９月号の広報から「比企の歴史まるわかり！
９市町村広報リレー」がスタートします。構
成市町村が順番に、おらがまちの史跡を特集
する９か月連続企画です。各市町村の広報担
当が腕を振るいますのでお見逃しなく！

令和 3 年 令和 4 年
  ９月号 滑川町 1 月号 川島町
10 月号 東松山市 2 月号 吉見町
11 月号 嵐山町 3 月号 鳩山町
12 月号 小川町 4 月号 ときがわ町

5 月号 東秩父村

－ 協議会の今後の取り組み －

－ 協議会で作成予定の広報物等－ 

－ 自治体広報のリレー企画が－ 始まります！ 次
の
時
代
に
向
け
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
１３
人
」
比
企
市

町
村
推
進
協
議
会
と
い
う
の
は
、
郷
土
の

先
達
の
業
績
を
知
る
絶
好
の
機
会
だ
と
思

い
ま
す
。

Q　

協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
ど
の
よ
う

な
効
果
を
期
待
し
ま
す
か
。

A　

比
企
に
は
、
比
企
一
族
や
源
氏
に
ゆ

か
り
が
あ
る
史
跡
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
方
で
も

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
協
議
会
で
は
、

比
企
の
歴
史
の
魅
力
を
発
信
し
て
、
住
民

の
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
次
の
世
代
へ
比
企
の
歴
史
が
語

り
継
が
れ
、
郷
土
に
誇
り
を
持
つ
人
が
増

え
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

比企遠宗

比企の局
 （比企尼） 

比企朝宗

越後の局

姫の前

北条義時

比企能員

女

比企一族相関図

丹後の局

安達盛長

亀御前

源範頼

※系図を一部省略

源頼家

若狭の局

仙覚律師

畠山重忠
比企地域に特に
ゆかりが深い人物

比企能員の義母。
配流中の頼朝を
20年間支援した。

頼朝の腹心。
宿老13人のひとり。

2代将軍・頼家の妻。

子は九州島津氏の
祖となる島津忠久。

頼朝の異母弟。
頼朝の挙兵で活躍。

万葉集注釈書を
記す。

坂東武者の鑑。
知勇兼備の武将。

比企地域は鎌倉時代にゆかりが深い

大
河
ド
ラ
マ
開
始
に
向
け

市
町
村
推
進
協
議
会
を
設
立

　

大
河
ド
ラ
マ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
比
企

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
９
市
町
村
（
東
松
山

市
、
滑
川
町
、
嵐
山
町
、
小
川
町
、
川
島
町
、

吉
見
町
、
鳩
山
町
、
と
き
が
わ
町
、
東
秩
父

村
）
を
中
心
に
推
進
協
議
会
を
設
立
し
ま
し

た
。
会
長
に
は
吉
田
昇
滑
川
町
長
が
就
い
て

い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
自
治
体
だ
け
で
な
く
官
民

連
携
に
て
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
比
企
一

族
を
長
年
研
究
さ
れ
て
い
る
「
比
企
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
」
に
も
助
言
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
大
河
ド
ラ
マ
の
放
送
開
始
に
向

け
て
、
比
企
の
豊
富
な
歴
史
資
源
と
た
く
さ

ん
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

比
企
市
町
村
推
進
協
議
会
と
は

２
０
２
２
年
大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
１３
人
」　

あ
ら
す
じ

　

北
条
氏
の
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
、
比
企

能よ
し
か
ず員
、
比
企
尼
ら
が
登
場
し
ま
す
。
比
企
一
族

は
鎌
倉
幕
府
誕
生
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
し
た

の
か
。
比
企
一
族
は
な
ぜ
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
か
。
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
を
見
れ
ば
す
べ

て
が
わ
か
る
！？

　

華
や
か
な
源
平
合
戦
、
そ
の
後
の
鎌
倉
幕
府

誕
生
を
背
景
に
権
力
の
座
を
巡
る
男
た
ち
女
た

ち
の
駆
け
引
き
―
源
頼
朝
に
す
べ
て
を
学
び
、

武
士
の
世
を
盤
石
に
し
た
男　

二
代
執
権
・
北

条
義
時
。
野
心
と
は
無
縁
だ
っ
た
若
者
は
、
い

か
に
し
て
武
士
の
頂
点
に
上
り
詰
め
た
の
か
。

新
都
鎌
倉
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
パ

ワ
ー
ゲ
ー
ム
。義
時
は
、ど
ん
な
カ
ー
ド
を
切
っ

て
い
く
の
か
― （
N
H
K
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

引
用
）【
放
送
予
定
】　

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿

の
13
人
」（
N
H
K
）　

２
０
２
２
年
放
送
予
定


